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(57)【要約】
【課題】ワイヤカバーに対するレバーの装着を容易かつ
確実に行うことを可能とする。
【解決手段】ワイヤカバー２０にはガイド部７０が形成
され、ガイド部７０のガイド面７０ａと、ガイド突起６
０の被ガイド面６０ａとを突き合わせることにより、レ
バー３０を装着するに際してレバー３０の傾斜角度を位
置決めする。その状態のまま、ガイド面７０ａに沿って
、レバー３０をスライドさせていくと、スライダ移動用
軸３５、回転軸を軸受溝１５に嵌合させることができる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンタクトを収容するハウジングと、
　前記ハウジングの背面側に取り付けられ、前記ハウジングに収容されたコンタクトに接
続された電線を覆うワイヤカバーと、
　一端側に軸部が設けられ、前記ハウジングに形成された軸収容溝に前記軸部が挿入され
ることで、当該軸部を中心として前記ハウジングに対して回転可能に設けられたレバーと
、
を備えたレバー式コネクタであって、
　前記レバーに、前記ハウジング側に突出する突起が形成され、
　前記ワイヤカバーに、前記軸収容溝に前記軸部を挿入するに際して前記レバーを定めら
れた角度としたときに前記突起が突き当たるガイド部が形成され、
　前記ガイド部は、前記軸収容溝に対する前記軸部の挿入方向に沿って連続するガイド面
と、前記ガイド面において前記軸収容溝とは反対側の端部に、前記ガイド面に直交または
鋭角をなして形成され、前記軸部が前記軸収容溝から離間する方向に移動するのを阻止す
るストッパ面とを有することを特徴とするレバー式コネクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のレバー式コネクタに用いられるワイヤカバーであって、
　接続対象に接続される複数本の電線を内部に収容するカバー本体と、
　前記カバー本体内から複数本の前記電線を外部に引き出す電線引出口と、
　前記電線引出口の周囲から突出して形成され、複数本の前記電線の引出方向を規制する
とともに、複数本の前記電線が固定されるフード部と、
　前記ハウジングの前記軸収容溝に前記軸部を挿入するに際して前記レバーを定められた
角度としたときに前記突起が突き当たるガイド部と、を備え、
　前記ガイド部は、前記軸収容溝に対する前記軸部の挿入方向に沿って連続するガイド面
と、前記ガイド面において前記軸収容溝とは反対側の端部に、前記ガイド面に直交または
鋭角をなして形成され、前記軸部が前記軸収容溝から離間する方向に移動するのを阻止す
るストッパ面とを有することを特徴とするワイヤカバー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数本の電線を覆うレバー式コネクタ、ワイヤカバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自動車等の分野で用いられる電気コネクタでは多極化が進んでいる。そして、多
極に形成された電気コネクタでは、コネクタ同士の嵌合を行う際及び嵌合を解除する際に
大きな力が必要となる。このため、自動車等の分野では、レバーによる倍力効果を利用し
て相手コネクタとの嵌合及び嵌合の解除を行うレバー式コネクタが使用されている（例え
ば特許文献１、２参照。）。
【０００３】
　図６、図７に示すように、レバー式コネクタ１のレバー２は、一対の側板２ａ、２ａ及
びこれら両側板を互いに連結する連結部２ｂを有し、Ｕ字形に形成されている。また、両
側板２ａ、２ａの先端部の内面には、それぞれレバー２をレバー式コネクタ１のハウジン
グ３に取り付けるための回転軸４が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２４５６０８号公報
【特許文献２】特開２００９－２４５６０９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、レバー式コネクタ１の組立工程において、レバー２をハウジング３に取
り付けるに際し、作業者は、手作業により、レバー２に形成された回転軸４、４を、軸受
溝５に形成された軸受溝６に挿入させる必要がある。このとき、レバー２は、ハウジング
３に対して所定の傾斜角度のときに回転軸４、４が軸受溝６に挿入できるようになってい
る。このため、作業者は、ハウジング３に対するレバー２の傾斜角度を、回転軸４、４が
軸受溝６に合致するように傾斜させなければならず、これが煩わしい作業となっている。
　さらに、図７（ｂ）に示すように、レバー２の一部２ｃが、ハウジング３に取り付けら
れたワイヤカバー７に干渉し、レバー２の傾斜角度を、回転軸４、４が軸受溝６に合致す
る角度にできないこともある。さらに、そのままの状態からレバー２の回転軸４、４を無
理やり軸受溝６に挿入しようとすると、レバー２が破損したり、軸受溝６が変形してしま
う可能性もある。
　本発明は、このような技術的課題に基づいてなされたもので、ワイヤカバーに対するレ
バーの装着を容易かつ確実に行うことのできるレバー式コネクタ、ワイヤカバーを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる目的のもとになされた本発明は、コンタクトを収容するハウジングと、ハウジン
グの背面側に取り付けられ、ハウジングに収容されたコンタクトに接続された電線を覆う
ワイヤカバーと、一端側に軸部が設けられ、ハウジングに形成された軸収容溝に軸部が挿
入されることで、当該軸部を中心としてハウジングに対して回転可能に設けられたレバー
と、を備えたレバー式コネクタであって、レバーに、ハウジング側に突出する突起が形成
され、ワイヤカバーに、軸収容溝に軸部を挿入するに際してレバーを定められた角度とし
たときに突起が突き当たるガイド部が形成され、ガイド部は、軸収容溝に対する軸部の挿
入方向に沿って連続するガイド面と、ガイド面において軸収容溝とは反対側の端部に、ガ
イド面に直交または鋭角をなして形成され、軸部が軸収容溝から離間する方向に移動する
のを阻止するストッパ面とを有することを特徴とする。
　このような構成によれば、軸収容溝に軸部を挿入するときに、軸収容溝に対する軸部の
挿入方向に沿って連続するガイド部に突起が突き当たることで、ハウジングに対するレバ
ーの傾斜角度を位置決めすることができる。また、軸部が軸収容溝から離間する方向に移
動するのを、ガイド面に対して直交または鋭角をなすストッパ面で阻止することにより、
不用意にレバーが外れたり傾いたりするのを防止できる。
【０００７】
　また、本発明は、上記したレバー式コネクタに用いられるワイヤカバーであって、接続
対象に接続される複数本の電線を内部に収容するカバー本体と、カバー本体内から複数本
の電線を外部に引き出す電線引出口と、電線引出口の周囲から突出して形成され、複数本
の電線の引出方向を規制するとともに、複数本の電線が固定されるフード部と、ハウジン
グの軸収容溝に軸部を挿入するに際してレバーを定められた角度としたときに突起が突き
当たるガイド部と、を備え、ガイド部は、軸収容溝に対する軸部の挿入方向に沿って連続
するガイド面と、ガイド面において軸収容溝とは反対側の端部に、ガイド面に直交または
鋭角をなして形成され、軸部が軸収容溝から離間する方向に移動するのを阻止するストッ
パ面とを有することを特徴とするワイヤカバーとすることもできる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、軸収容溝に軸部を挿入するときに、軸収容溝に対する軸部の挿入方向
に沿って連続するガイド部に突起が突き当たることで、ハウジングに対するレバーの傾斜
角度を位置決めすることができる。また、軸部が軸収容溝から離間する方向に移動するの
をストッパ面で阻止することにより、不用意にレバーが外れたり傾いたりするのを防止で
きる。このようにして、ワイヤカバーに対するレバーの装着を容易かつ確実に行うことが
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可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施の形態におけるレバー式コネクタを示す斜視図であり、（ａ）はレバーを
倒した状態を示す図、（ｂ）はレバーを装着するときの図である。
【図２】レバーの回転軸の部分におけるレバー式コネクタの断面図であり、（ａ）はレバ
ーを装着するときの図、（ｂ）はレバーを倒した状態を示す図である。
【図３】レバーのスライダ移動用軸の部分におけるレバー式コネクタの断面図であり、（
ａ）はレバーを装着するときの図、（ｂ）はレバーを倒した状態を示す図である。
【図４】（ａ）はレバーを下側から見た斜視図、（ｂ）はレバーを上側から見た斜視図で
ある。
【図５】ワイヤカバーの斜視図である。
【図６】従来のレバー式コネクタを示す斜視図である。
【図７】従来のレバー式コネクタにおいて、レバーの回転軸の部分における断面図であり
、（ａ）はレバーを倒した状態を示す図、（ｂ）はレバーを装着するときの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面に示す実施の形態に基づいてこの発明を詳細に説明する。
　図１に示すように、レバー式コネクタ１００は、複数のコンタクト（図示せず）を収容
するハウジング１０と、ハウジング１０の一面側に取り付けられたワイヤカバー２０と、
ハウジング１０に取り付けられたレバー３０とを備えている。
【００１１】
　図２に示すように、ハウジング１０は、ワイヤカバー２０に対向する対向面１０ａとそ
の反対面１０ｂを結ぶ方向に貫通するコンタクト収容孔１１を複数有している。対向面１
０ａ、反対面１０ｂは、一方向に長い長方形状をなしている。
【００１２】
　図１に示したように、ハウジング１０には、対向面１０ａの両側に、それぞれ対向面１
０ａの長手方向に沿って延びるスライダ収容スロット１２が設けられている。そして、各
スライダ収容スロット１２には、板状のスライダ１３がスライダ収容スロット１２の連続
する方向に移動可能に収容されている。
【００１３】
　各スライダ１３は、平板状に形成され、相手コネクタに設けられたカムピン（図示せず
）の引き込み及び押し出しを行うカム溝（図示せず）が複数設けられている。
　また、図３に示すように、各スライダ１３の一端部には、レバー３０の後述するスライ
ダ移動用軸３５が回転自在に支持される軸受溝１５が設けられている。この軸受溝１５は
、スライダ収容スロット１２にスライダ１３を収容した状態において、スライダ収容スロ
ット１２から外部に露出するよう設けられている。
【００１４】
　また、図２に示したように、ハウジング１０の対向面１０ａの一端部には、レバー３０
の後述する回転軸（軸部）３４がそれぞれ回動自在に支持される軸受溝（軸収容溝）１６
が設けられている。
【００１５】
　図４に示すように、レバー３０は、互いに平行に延びる一対の側板３２及びこれら両側
板３２の他端を互いに連結する連結部３３を有し、Ｕ字形に形成されている。
【００１６】
　両側板３２の一端には、両側板３２の延びる方向に対して、一定の角度傾斜した方向に
延びるステー部３２ａ，３２ａが形成されている。
　各ステー部３２ａの外面には、それぞれスライダ１３の軸受溝１５に嵌合するスライダ
移動用軸３５が外側に向かって突出するように形成され、内面には、それぞれハウジング
１０の軸受溝１６に嵌合する回転軸３４が内側に向かって突出するように設けられている



(5) JP 2012-138206 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

。
　また、両側板３２の一端部の内面には、それぞれ内側に向かって延びる連結板３７が設
けられている。
【００１７】
　さらに、両側板３２の一端側の内面には、平面部３８が形成されている。
　両側版３２の一端側の内面には、回転軸３４およびスライダ移動用軸３５に対向した領
域に、ガイド突起（突起）６０が形成されている。このガイド突起６０は、平面部３８に
対して内側に向けて突出して形成されている。
　ガイド突起６０は、平面部３８側に、平面部３８に直交する平面状の被ガイド面６０ａ
を有している。また、被ガイド面６０ａに隣接して、平面部３８に直交し、かつ被ガイド
面６０ａに対して鋭角をなすよう形成されたバックアップ面６０ｂが形成されている。
【００１８】
　連結部３３には、ワイヤカバー２０の後述するロック部材２７のロック片２７ｂが係止
する凹部３３ａが設けられている。
【００１９】
　図５に示すように、ワイヤカバー２０は、ハウジング１０に収容されたコンタクトに接
続されている複数本の電線（図示せず）を覆って内部に収容するカバー本体２１と、カバ
ー本体２１の両側に設けられたストッパ部２２とを有している。カバー本体２１の厚さは
、レバー３０の両側板３２の間隔よりも小さく形成されている。一方、ストッパ部２２は
、レバー３０の両側板３２の間隔よりも大きく形成されている。これにより、ストッパ部
２２は、レバー３０を引き起こす方向への回転角度を規制する。
【００２０】
　ストッパ部２２の一端部には、ハウジング１０に収容されたコンタクトに接続されてい
る電線を束ねた状態で外部に導出させる電線引出口２４が設けられている。また、ストッ
パ部２２の電線引出口２４の周囲には、一方に向かって突出するフード部２５が設けられ
ている。
【００２１】
　カバー本体２１の一端部には、スライダ移動用軸３５、回転軸３４を軸受溝１５、１６
に嵌合させるときにレバー３０の角度を規制するためのガイド部７０が形成されている。
このガイド部７０は、軸受溝１５、１６に対するスライダ移動用軸３５、回転軸３４の挿
入方向に沿って形成された直線状のガイド面７０ａと、ガイド面７０ａにおいて、スライ
ダ移動用軸３５、回転軸３４から離間する側の端部に連続し、ガイド面７０ａに対して直
交または鋭角な交差角度θに形成された顎面（ストッパ面）７０ｂとを有する。
【００２２】
　カバー本体２１の他端には、レバー３０を倒した状態にロック保持するロック部材２７
が設けられている。ロック部材２７は、片持ち梁の板ばね状に形成され、板ばね２７ａと
、板ばね２７ａに設けられたロック片２７ｂ及び解除用凸部２７ｃとを有している。ロッ
ク片２７ｂは、レバー３０を倒したときに連結部３３の凹部３３ａに係止するように設け
られている。解除用凸部２７ｃは、これを押圧することで板ばね２７ａが弾性変形してロ
ック片２７ｂと連結部３３の凹部３３ａとの係止を解除する。
【００２３】
　また、カバー本体２１には、引き起こした状態のレバー３０が倒れるのを阻止するロッ
ク用凸部２８が設けられている。各ロック用凸部２８は、レバー３０の各側板３２に形成
された段差３２ｂに係止するように設けられている。
【００２４】
　次に、レバー式コネクタ１００の組み立て方法について説明する。
　レバー式コネクタ１００を組み立てる際には、まず、ハウジング１０の複数のコンタク
ト収容孔１１に、それぞれ電線に接続されたコンタクトを収容する。また、ハウジング１
０の両スライダ収容スロット１２に、それぞれスライダ１３を挿入する。
【００２５】
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　次に、複数のコンタクトが収容されたハウジング１０に、ワイヤカバー２０を取り付け
る。ハウジング１０へのワイヤカバー２０の取り付けが完了した状態では、ハウジング１
０に収容された複数のコンタクトに接続されている電線が、束ねられた状態でワイヤカバ
ー２０に収容され、電線引出口２４から外部に導出される。
【００２６】
　次に、ワイヤカバー２０が取り付けられたハウジング１０に、レバー３０を取り付ける
。ワイヤカバー２０が取り付けられたハウジング１０にレバー３０を取り付ける際には、
レバー３０を、両側板３２がワイヤカバー２０の背面側を跨ぎ、両側板３２でワイヤカバ
ー２０を挟み込んだ状態となるようにワイヤカバー２０に配置する必要がある。
【００２７】
　したがって、ハウジング１０にレバー３０を取り付ける際には、まず、手作業によりレ
バー３０の両側板３２の先端部を拡げ、両側板３２の連結板３７の先端の間に、ワイヤカ
バー２０を挿入する。
　レバー３０をさらに押し込むと、両側板３２の連結板３７の先端が、それぞれワイヤカ
バー２０のカバー本体２１を乗り越える。そして、レバー３０の連結部３３の変形が解除
され、レバー３０が、両側板３２でワイヤカバー２０を挟み込んだ状態でワイヤカバー２
０に配置される。
【００２８】
　そして、レバー３０の両側板３２の回転軸３４を、それぞれハウジング１０の各軸受溝
１６に嵌合するとともに、レバー３０の両側板３２のスライダ移動用軸３５を、それぞれ
各スライダ１３の軸受溝１５に嵌合する。
　このとき、図２（ａ）に示すように、ワイヤカバー２０にはガイド部７０が形成されて
おり、レバー３０のガイド突起６０を、このガイド部７０に押し当てることで、レバー３
０の傾斜角度を位置決めする。より詳しくは、ガイド部７０のガイド面７０ａと、ガイド
突起６０の被ガイド面６０ａとを突き合わせることにより、レバー３０のワイヤカバー２
０に対する傾斜角度が位置決めされる。そして、その状態のまま、ガイド面７０ａに沿っ
て、レバー３０をスライドさせていくと、スライダ移動用軸３５、回転軸３４を、軸受溝
１５、１６に嵌合させることができる。
【００２９】
　このようにして、レバー３０がワイヤカバー２０に取り付けられ、レバー式コネクタ１
００の組み立てが完了する。
【００３０】
　このようにして、レバー３０を、軸受溝１５、１６に容易かつ確実に嵌合させることが
可能となる。その結果、レバー式コネクタ１００の組立性が向上する。
　またこのとき、ガイド部７０には顎面７０ｂが形成されているため、レバー３０が、ス
ライダ移動用軸３５、回転軸３４の軸受溝１５、１６への嵌合方向と逆方向に移動しよう
とすると、顎面７０ｂにガイド部７０が衝突する。さらに、顎面７０ｂは、ガイド面７０
ａに対して直角であるため、ガイド突起６０がガイド部７０から外れてしまいにくい。
【００３１】
　なお、上記実施形態では、ガイド部７０を、ガイド面７０ａと顎面７０ｂとからなる略
Ｌ字状としたが、これに限るものではなく、顎面７０ｂをガイド面７０ａに対して鋭角に
形成しても良いし、顎面７０ｂの先端部に、軸受溝１５、１６側に延びる延長部を設ける
ことで、略Ｊ字状等としてもよい。これにより、レバー３０の装着時にガイド部７０から
ガイド突起６０が外れるのをより確実に防止できる。
　また、上記実施形態では、レバー式コネクタ１００の構成を説明したが、ガイド突起６
０、ガイド部７０を設けるのであれば、ハウジング１０、ワイヤカバー２０、レバー３０
の構成についてはいかなるものとしてもよい。
　これ以外にも、本発明の主旨を逸脱しない限り、上記実施の形態で挙げた構成を取捨選
択したり、他の構成に適宜変更することが可能である。
【符号の説明】
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【００３２】
　１０…ハウジング、１５…軸受溝、１６…軸受溝（軸収容溝）、２０…ワイヤカバー、
２１…カバー本体、２２…ストッパ部、２４…電線引出口、２５…フード部、３０…レバ
ー、３４…回転軸（軸部）、３５…スライダ移動用軸、６０…ガイド突起（突起）、６０
ａ…被ガイド面、６０ｂ…バックアップ面、７０…ガイド部、７０ａ…ガイド面、７０ｂ
…顎面（ストッパ面）、１００…レバー式コネクタ
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